
事例紹介シート 

①学校名 京都府立北嵯峨高等学校 

②教科・領域 

 科目等 

家庭科「家庭基礎」 

③単元名 保育分野 子どもの成長・発達、子どもの生活と子育て環境 

④目標 子どもの日頃の生活について知るとともに子どもに関する知識・理解を

深め、命の大切さや乳幼児期の保育の必要性について理解を深める。 

⑤受講者 １年生全員（280名） ※１クラスずつ実施 

⑥連携先 ママの働き方応援隊 京都校 

⑦内容 

・取組の特徴

や工夫 等 

≪３組の親子とのオンライン交流≫ ※司会進行はオンライン上の連携団体 

【赤ちゃん先生クラス】プロジェクト 
・乳幼児が家庭でどのような生活を送っているのかを知り、保護者が

どのような気持ちで子育てをしているのか直接話を聴く。 

・命の大切さを知り、親への感謝の気持ちを持つとともに、生徒たち

自身が子育てや生き方について考える機会とする。 

１ 乳幼児の保護者から（１組ずつ） 

子どもが保護者とコミュニケーションをとる姿、家庭で過ごす姿を

画面越しに見せていただきながら、子どもの発達や日常生活について

紹介いただきました。（子どもの月齢、 

身長、足のサイズ、食事、睡眠、最近 

できるようになったこと、興味をもっ 

ていること、好きな遊び等） 

２ 手遊び歌（３組の親子と一緒に） 

 「幸せなら手をたたこう」の替え歌に 

合わせて、画面越しに手を振ったり、 

“いないいないばぁ”をしたりして交流 

しました。 

３ まとめ 

生徒からの質問や感想、乳幼児の保護者から 

の感想、連携団体によるまとめをしました。 

 

 

⑧成果・生徒

の感想等 

・乳幼児と関わる機会がないのであまり関心がなかったけど、この授業

を通して赤ちゃんの可愛さや年齢によってできることが違ったり、食

べるものも変わったりしていてすごいなと関心が深まりました。 

・乳幼児が小さくて可愛くて、今までは育児は大変なものだとばかり決

めつけていたけど、その分嬉しいことも多いと分かった。 

・自分もこんなに小さかったんだと思うと不思議でたまらなかったで

す。０歳児でも自分の好きな味や嫌いな味、好きなことが判断できる

のに驚きました。 

・親が色んな大変な思いをして私たちを育ててくれたんだと思った。 

 

育てていて、意外と

大変だったことは？ 

３人の子育て中。３人それぞれに

同時に対応しなければならず… 

兄弟げんかの仲裁。それぞれ

の気持ちが分かるだけに… 

スーパーへの買い物がこ

んなに大変だなんて… 


